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伊
藤
玄
三
先
生
は
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
、
法
政
大
学
文
学
部
史
学
科の助教授に着任され、以後、本年一一一月まで三十年にわたって史
学
科
に
お
け
る
考
古
学
の
教
育
・
研
究
を
担
当
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
五
十
五
年
四
月
に
は
教
授
に
就
任
な
さ
れ
、
平
成
三
年
八
月
か
ら
翌
年
九
月
に
か
け
て
は
、
第
一
次
・
二
次
の
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
調
査
に
隊
員
を
率
い
て
日
本
隊
の
隊
長
と
し
て
参
加
、
ま
た
、
平
成
五
年
四
月
か
ら
法
政
大
学
重
量
拳
部
部
長
、
平
成
九
年
四
月
か
ら
の
一
年
間
は
文
学
部
長
の
要
職
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
出
講
さ
れ
た
大
学
は
一
二
大
学
、
考
古
学
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
学
会
で
も
活
躍
な
さ
れ
、
平
成
八
年
六
月
か
ら
十
五
年
六
月
ま
で
の
七
年
間
は
法
政
大
学
史
学
会
の
会
長
も
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た、現在は郷里の岩手県一関市博物館の館長も兼任され、なお、
お
元
気
で
活
躍
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
先
生
に
は
今
後
も
名
誉
教
授
と
し
て
大
学
院
に
引
き
続
き
ご
出
講
い
た
だ
く
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
先
生
の
ご
経
歴
。
ご
業
績
を
掲
載
し
、
ま
た
、
お
人
柄
の
一
端
を
紹
介
し
、
こ
れ
ま
で
の
学
恩
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
法
政
史
学
第
六
十
一
号伊藤
玄
三
先
生
を
送
る
伊
藤
玄
三
教
授
の
履
歴
と
業
績
【略年譜］
一九一二三（昭和八）年
十
一
月
五
日
岩
手
県
東
磐
井
郡
舞
川
村
相
川
に
誕
生
。
伊
藤
義
祐
・
セ
キ
ヲ
三
男
。
一
九
囚
○
（
昭
和
十
五
）
年
四
月
岩
手
県
東
磐
井
郡
舞
川
村
立
机
川
尋
常
小
学
校
入
学
。
一
九
Ｎ
六
（
昭
和
二
十
二
年
岩
手
県
東
磐
井
郡
舞
川
村
立
相
川
小
学
校
高
等
科
進
Ⅱ
ｊ
ｕ
ｊ
学。
一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
四
月
岩
手
県
東
磐
井
郡
舞
川
村
立
舞
川
中
学
校
二
年
生
に
編
入学（学制改革）。
一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年
四
月
岩
手
県
立
一
関
高
等
学
校
入
学
。
一
一
￣
一
一
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一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
三
月
岩
手
県
立
一
関
第
一
高
等
学
校
卒
業
（
名
称
変
更
）
。
四
月
東
北
大
学
教
育
学
部
学
校
教
育
学
科
（
社
会
科
専
攻
）
入学。
一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年
四
月
東
北
大
学
文
学
部
国
史
学
科
三
年
生
編
入
学
（
考
古
学
志望）。
一
九
五
七
（
昭
和
三
十
二
）
年
伊
東
信
雄
教
授
の
指
導
の
も
と
に
卒
業
論
文
「
東
北
地
方
に
お
け
る
土
師
期
竪
穴
住
居
跡
の
研
究
」
提
出
。
三
月
東
北
大
学
文
学
部
国
史
学
科
卒
業
。
四
月
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
史
学
専
攻
修
士
課
程
入学。
一
九
五
九
（
昭
和
三
十
川
）
年
三
月
東
北
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
（
文
学
修
士
）
。
修
士
論文「東北日本における初期弥生文化」。
四
月
東
北
大
学
文
学
部
助
手
（
考
古
学
講
座
）
任
用
。
｜九六二（昭和一一一十七）年
四
月
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
史
学
専
攻
博
士
課
程
編入学。
一
九
六
四
（
昭
和
三
十
九
）
年
八
月
昭
和
三
十
九
年
度
朝
日
学
術
奨
励
金
授
与
（
伊
東
信
雄
教授と連名）。
’
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年
伊
藤
玄
三
先
生
を
送
る
九
月
日
本
学
術
振
興
会
奨
励
研
究
員
採
用
。
’
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
）
年
十
月
〔財〕古代学協会研究員（平安博物館勤務）。
一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年
八月
米
沢
永
久
・
登
代
の
三
女
弘
子
と
結
婚
。
一
九
六
九
（
昭
和
囚
十
四
）
年
五
月
長
女
山
美
子
誕
生
。
一
九
七
囚
（
昭
和
四
十
九
）
年
四
月
法
政
大
学
文
学
部
助
教
授
。
一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
）
年
四
月
法
政
大
学
文
学
部
教
授
。
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
四
～
九
月
英
国
・
韓
国
留
学
。
一
九
九
○
（
平
成
二
）
年
三
～
五
月
中
国
山
東
省
新
石
器
時
代
遺
跡
調
査
隊
（
桜
井
清
彦
団
長）参加。
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
五
月
第
二
Ｍ
束
ア
ジ
ア
史
学
会
参
加
（
中
国
長
春
市
）
。
集
安
高
句
麗
遺
跡
等
見
学
。
八
～
九
月
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
沙
漠
第
一
次
調
査
参
加
（
日
本
隊
隊
長）。ケリヤ河・ホータン河流域踏査。
一
九
九
二
（
平
成
囚
）
年
八
～
九
月
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
沙
漠
第
二
次
調
査
参
加
（
日
本
隊
隊
長
）
。
ケ
リ
ヤ
河
下
流
の
カ
ラ
ド
ン
・
マ
ジ
リ
ク
両
遺
跡
一
二
一
一
一
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踏査。
’
九
九
三
（
平
成
五
）
年
四
月
～
法政大学重量拳部部長（九年間）。
七
～
九
月
北
京
大
学
留
学
（
交
換
研
究
員
）
。
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
四
月
～
翌
年
三
月
法
政
大
学
文
学
部
長
・
同
評
議
員
。
二
○
○
○
（
平
成
十
二
）
年
三
月
第
十
回
東
ア
ジ
ア
史
学
会
（
北
京
・
中
国
社
会
科
学
院
考古研究所）。「八世紀東アジアの鍔帯金具につ
いて」発表。
二○○’（平成十一一一）年
四
月
～
岩
手
県
一
関
市
博
物
館
館
長
兼
任
。
一一○○三（平成十五）年
四
月
～
早
稲
田
大
学
大
学
院
客
員
教
授
兼
任
。
【学会活動］
日
本
考
古
学
協
会
委
員
地
方
史
研
究
協
議
会
常
任
委
員
［出講大学］
平
安
女
学
院
女
子
短
期
大
学
・
明
治
大
学
・
駒
澤
大
学
・
帝
京
大
学
・
立
教
大
学
・
国
学
院
大
学
・
立
正
大
学
・
福
島
大
学
・
東
北
大
学
・
山
形大学・東京都立大学・早稲田大学・朝日カルチャーセンター
（新宿・藤沢）
法
政
史
学
第
六
十
一
号
【主要著作目録一
一
九
五
四
年
「
登
米
郡
新
田
村
字
対
馬
竪
穴
住
居
趾
調
査
報
告
」
『
地
域
社
会
研
究
」
６
’
九
五
六
年
「
宮
城
県
登
米
郡
新
田
村
字
対
馬
竪
穴
住
居
趾
調
査
報
告
」
「宮城県登米郡新田村史」別編（共筆）
「
仙
台
市
西
台
畑
出
土
の
弥
生
式
土
器
」
「
考
古
学
雑
誌
」
坐
１
１
一
九
五
七
年
「
宮
城
県
登
米
郡
新
田
村
字
対
馬
竪
穴
住
居
阯
群
」
『
地
域
社
会
研
究
会
資
料
」
７
［社会的活動］
東
京
都
環
境
影
響
評
価
審
議
会
委
員
東
京
都
板
橋
区
文
化
財
審
議
会
委
員
・
会
長
東
京
都
北
区
文
化
財
審
議
会
委
員
東
京
都
町
田
市
文
化
財
審
議
会
委
員
福
島
県
南
会
津
郡
田
島
町
史
編
纂
委
員
茨
城
県
猿
島
郡
総
和
町
史
編
纂
委
員
・
副
委
員
長
茨
城
県
結
城
郡
千
代
川
村
史
編
纂
委
員
史
学
研
究
会
評
議
委
員
法
政
考
古
学
会
会
長
法
政
大
学
史
学
会
委
員
・
会
長
東
洋
陶
磁
学
会
・
考
古
学
研
究
会
・
北
海
道
考
古
学
会
・
東
北
史
学
会
・
日
本
考
古
学
会
・
岩
手
考
古
学
会
・
山
形
考
古
学
会
各
会
員
四
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一
九
五
九
年
一
九
六
一
年
九
六
○
年
九
六
三
年
九
六
四
年
九
六
五
年
九
六
六
年
伊
藤
玄
三
先
生
を
送
る
「古代東北の開拓ｌ討論の経過と問題点ｌ」「歴史」
８１
「宮城県小山田の火葬墓」「考古学雑誌」妬１４
「宮城県青木の弥生式遺跡と出土々器」「東北考古学」
１
「所謂「山村宮」についての疑義」「仙台郷士研究」
別１４
「東北日本における弥生時代の墓制」「文化」妬１３
「東北の古代文化」「古代文化」７１４
「多賀城高崎廃寺趾の発掘」「仙台郷士研究」Ⅲ１３
「弥生時代」「日本考古学年報」肥
「会津大塚山古墳」（共著）
「腰浜廃寺」（共著）
「宮城県山王遺跡の発掘」「Ｈ本考古学協会昭和Ⅲ年
度大会研究発表要旨」（共筆）
「崎山囲洞窟遺跡調査概報」「宮城県文化財調査報告
書」８
「糠塚古墳調査概報」「宮城県文化財調査報告書」８
「敷味遺跡調査概報」「宮城県文化財調査報告書」８
「弥生文化の発展と地域性ｌ東北Ｉ」「日本の考古学」
Ⅲ
「東北の古代窯業遺跡」「古代文化」刑１３
「装飾古墳の直弧文」「文化」別１２～４
「東北日本における弥生時代の墓制」（要旨）「日本考
古
学
年
報
」
ｕ
「先史・原史時代Ⅱ（弥生と「史学雑誌」門１５
九六七年「直弧文の分類についてｌ所謂「直弧文Ｃ型」不在論
ｌ」「考古学雑誌」弱１１
コ直弧文の分類について」補論ＩＡＢ連接型につい
てｌ」「考古学雑誌」詔１３
「鷹の巣古墳群調査概報」「宮城県文化財調査報告書」
２１
「一一一十一一一間堂遺跡緊急調査（測量調査）概報」「宮城
県文化財調査報告書」⑬
「宮城県気仙沼市磯草貝塚」「日本考古学年報」嘔
「宮城県塩竃市崎山囲洞窟」「日本考古学年報」応
「昭和皿年度多賀城廃寺跡発掘調査概報」（共著）
「東北地方における弥生文化の問題点」「東日本弥生
時代遺跡地名表」
「一日一理郡一日一理町一一一十三間堂遺跡」「郷土わたり」配
「蛍光Ｘ線分析の考古学的応用」「考古学ジャーナと
０１
九六八年「福島市月崎出土の土偶」「考古学雑誌」羽１４（共
筆）
「末期古墳の年代についてｌ東北地方末期古墳出土
遺物を通してｌ」「古代学」ｕ１３．４
「志摩半島御座の鹿角装刀」「古代学研究」印
「西根縦街道古墳調査報告」「岩手県金ヶ崎町西根古
五
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墳と住居吐』
’
九
六
九
年
「
福
島
県
腰
浜
廃
寺
出
土
瓦
の
一
例
」
『
古
代
文
化
」
虹
１
１
「
縄
文
晩
期
文
化
ｌ
東
北
ｌ
」
『
新
版
考
古
学
講
座
」
３
「
弥
生
文
化
各
説
（
東
北
上
「
新
版
考
古
学
講
座
』
４
法
政
史
学
第
六
十
一
号
議螺;蕊;蕊風蕊,±議八灘籔勾纒…ｗ,□…臘轆汗辮“鼻呵駿尻,,H1が 騨轤ｻﾞ
ﾄﾞﾄ縄Ｆ組P,､謹蝸
討宝
■、
￥；認,
、藍‐・・庁瀞〈丼出貼晶》鈩蕊ご鐇鐵（日）・㈱〉慰率屯辮鰕懲鉾蕊》聯》ず蟻》蒋口篝蕊灘；鷺ふい蕊蕊乙屈》 鐺｡驚拭認Pおる 蝋繋『；趣』？：賀 i鍵/鼈,
蝿!溌淨琴lｉ韓i,Ｉ
講義中の伊藤先生
「
福
島
市
月
崎
遺
跡
」
『
福
島
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
「昭和蛆年の日本考古学界」「歴史教育』だ１８
一
九
七
○
年
「
所
謂
『
北
海
道
式
古
墳
」
の
実
年
代
」
『
古
代
文
化
」
理
Ｉ
２
「古墳文化の伝播」「古代の日本』８
「五世紀の古墳」『古代の日本』８
「宮城県白石市胴の巣第１号墳・第四号墳」『日本考
古
学
年
報
」
肥
『多賀城跡調査報告」１（多賀城廃寺跡）（共著）
「
古
墳
文
化
名
説
（
東
北
こ
『
新
版
考
古
学
講
座
』
５
一九七一年「平安宮内裏内廓回廊推定地の調査‐上県都市下立売通
土屋川西入ｌ」「平安博物館研究紀要」３（主筆）
「
平
安
宮
豐
楽
院
推
定
地
（
聚
楽
皿
中
川
）
の
調
査
」
『
平
安
博物館研究紀要』３（主筆）
「平安京三条西殿跡発掘調査報告」「平安博物館研究
紀要』３（主筆）
「播麿国分寺跡の保護ｌ岩永蓮代さんの保護活動ｌ」
「古代文化」翠１８
「
縄
文
時
代
僅
胎
漆
器
の
文
様
」
「
日
本
考
古
学
協
会
第
諏
回
総会研究発表要旨』
「大曲り遺跡」『福岡南バイパス関係埋蔵文化財調査』
１（共筆）
’
九
七
二
年
「
直
弧
文
の
分
類
に
つ
い
て
ｌ
所
謂
『
直
弧
文
Ｃ
型
」
不
在
論
ｌ」（要旨）『日本考古学年報」別
’一一一ハ
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一
九
七
三
年
「
平
安
宮
跡
出
土
の
奈
良
型
式
瓦
」
「
古
代
文
化
」
妬
１
２
．
３
「福島県上の原４号墳の鹿角製刀装具」『福島考古」
４１
「重圏文系軒瓦の製作年代の下限」「史想」咄
「宮城県西台畑遺跡」「土師式士器集成（本編）」３
一九七四年「図版解説平安宮内裏内廓回廊の基壇」「古代文化」
別
１
１
「縄文晩期藍胎漆器の文様」「法政大学文学部紀要」
０２
「仙台市富沢裏町古墳発掘調査報告書」「仙台市文化
財
調
査
報
告
書
」
刊
（
共
筆
）
「会津における原始社会と古墳文化」「歴史春秋」７
「平安宮内裏内廓回廊跡第二次調査」「平安博物館研
究紀要」６（共筆）
「朝鮮出土の直弧文資料について」「法政史学」邪
「北の古墳」「どるめん」Ⅱ
「
京
都
府
平
安
宮
跡
遺
跡
出
士
の
土
器
」
「
土
師
式
土
器
集
成（本編）」４
「
京
都
府
西
寺
跡
遺
跡
出
土
の
士
器
」
「
土
師
式
土
器
集
成
（本編巨４
’
九
七
五
年
「
弥
生
時
代
の
東
日
本
」
「
日
本
歴
史
地
理
総
説
総
論
・
先
原史編」
一九七六年『西台遺跡」（編著）
伊
藤
玄
三
先
生
を
送
る
’
九
七
七
年
「
古
代
東
北
の
住
民
」
「
古
代
の
地
方
史
」
６
「福島県田島町石橋遺跡の押型文土器」「法政考古学」
１
「日本子どもの歴史」１（夜明けの子ども）（分担執
筆）
’九七八年「会津大塚山第２号墳の調査」「福島考古」山
「宮城県一日一理郡の古代郡倉’’一一十三間堂遺跡の再検
討ｌ」「法政考古学」２
一九七九年「東北における古墳の年代」「考古学ジャーナル」ｗ
「太安萬侶墓誌の発見と考古学」「法政」Ⅲ
一九八○年「顧問豊田武先生を偲んで」「法政考古学」４
一
九
八
一
年
「
田
島
町
史
」
第
５
巻
史
料
編
１
（
共
著
）
「鹿角製刀剣装具の直弧文」「法政大学文学部紀要」
６２
一九八一一年「福島県双葉郡浪江町本屋敷古墳群発掘調査概報」１
（編著）
「「豊田武文庫」について」「法政」〃
一九八一一一年「福島県双葉郡浪江町本屋敷古墳群発掘調査概報」２
（編著）
「太安万侶の勲五等」「角田文衛博士古希記念古代学
論叢」
「福島県浪江町清水の縄文晩期土器」「法政考古学」
８（共著）
七
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「中谷治字二郎論」「縄文文化の研究」皿
「本屋敷古墳群の発掘調査を終えて」「法政」〃
「遺物にみられる移動と年代」「考古学ジャーナと
２２２
一九八四年「直弧文の展開」「法政大学文学部紀要」釦
『直弧文」（考古学ライブラリー）ニュー・サイエン
ス社
「福島県双葉郡浪江町本屋敷古墳群発掘調査概報」３
（編著）
「福島以本屋敷古墳群の洲査」「Ⅱ本考古学協会第別
回
総
会
研
究
発
表
要
旨
」
「韓国出土の青銅製鍔帯金具資料」「法政考古学」９
「八枇紀の跨帯に示される授位ｌ東北末期古墳例を
通
し
て
ｌ
」
「
法
政
史
学
」
洲
「えぞ族長の墓」「季刊考古学」９
一九八五年「田島町史」第１巻通史１（共著）
「本屋敷古墳群の研究」（編著）
「地域古墳文化の変遷ｌ禍島県浪江町（Ⅲ標葉郡）を
例としてｌ」「法政考古学」皿
「多摩丘陵の考占学的資料」「帝京史学」’
一九八六年「世界の大学釜山大学校」「法政」棚
「東北日本古墳文化の伝播の性格」「帝京史学」２
「
法
政
大
学
多
摩
校
地
遺
跡
群
１
１
Ａ
地
区
ｌ
」
（
繍
著
）
法
政
史
学
第
六
十
一
号
「法政大学多摩校地遺跡群ⅡｌＧ地区ｌ」（編著）
「東北南部に関する古墳の実態とその変遷」「東アジ
ア
の
古
代
文
化
」
⑬
「平安時代丘陵地集落の村落ｌ多摩丘陵奥部の例ｌ」
「法政大学文学部紀要」釦
「
随
想
英
国
紀
行
」
「
法
政
史
学
」
胡
「韓国の史跡を訪ねて」「法政」Ⅲ
「道嶋宿禰一族についての一考察」「東北古代史の研
究」
九
八
七
年
「
現
代
史
を
掘
る
ｌ
多
摩
送
信
所
（
法
政
大
学
構
内
）
の
発
掘
よりｌ」「考古学ジャーナル」川
九八八年「法政大学多摩校地遺跡群ⅢＩＣ．Ｒ地区ｌ豈編箸）
「新羅・渤海時代の鍔帯金具」「法政史学」㈹
「
宮
城
県
木
戸
瓦
窯
跡
出
土
の
文
字
瓦
ｌ
郷
里
制
資
料
の
一
例ｌ」「法政大学文学部紀要」羽
「
古
墳
時
代
総
説
」
「
論
争
学
説
日
本
の
考
古
学
・
古
墳
時
代」
「
特
集
二
九
八
七
年
の
考
古
学
界
の
動
向
占
墳
時
代
（
東
日本）」「考古学ジャーナル」麺
九八九年「東北古代史研究への回顧」「地方史研究」川
「東日本の末期古墳」「シンポジウム「東日本の末期
古墳」」
八
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一
九
九
○
年
「
法
政
大
学
所
蔵
伊
藤
鉄
夫
・
陽
夫
考
古
学
資
料
目
録
」
Ｉ
（
編
著）
『東京都八王子市中郷遺跡」（監修）落越遺跡調査団
「八世紀前後の北海道と東北の交流」『法政大学文学
部紀要」妬
「
統
一
新
羅
の
鍔
帯
金
具
ｌ
日
本
出
土
鍔
帯
金
具
と
の
関
連
でｌ」『伊東信雄先生追悼考古学古代史論集」
「
大
川
遺
跡
に
お
け
る
鍔
帯
金
具
出
土
の
意
義
」
三
九
八
九
年度大川遺跡発掘調査概報」
『赤羽上ノ台遺跡」（監修）赤羽上ノ台遺跡調査団
『東京都板橋区赤塚氷川神社北方遺跡」（１）（監修）
赤
塚
水
川
神
社
北
方
遺
跡
調
査
団
一
九
九
一
年
「
法
政
大
学
多
摩
校
地
遺
跡
群
Ⅳ
ｌ
Ｅ
。
Ｄ
・
Ｂ
地
区
ｌ
罠
編
著）
『
五
段
田
遺
跡
」
Ⅱ
〈
監
修
）
五
段
田
遺
跡
調
査
会
「
日
中
合
同
・
法
政
大
学
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
沙
漠
第
一
次
調
査
」
「法政通信」川
「多摩校地発掘調査報告書完了旨法政大学校友会報」
復刊皿
「第一一回アジア史学会に参加して」「韓国文化」皿
一
九
九
二
年
「
越
野
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
（
監
修
）
帝
京
大
学
「会津田島寺前遺跡」（田島町文化財調査報告書三編
箸）
伊
藤
玄
三
先
生
を
送
る
『東京都八王子市落越遺跡」Ｉ（監修）落越遺跡調査
団
「東京都八王子市落越遺跡」Ⅱ（監修）落越遺跡調査
団
「中里遺跡」（監修）中里遺跡調査団
「統一新羅の鍔帯金具について」『周亨孫大俊教授華
甲
記
念
日
本
学
論
叢
」
「ケリヤ川の自然と生活」「タクラマカン通信」３
「外濠ネストウォッチング」「法政」柵
「世界の大学梨花女子大学校」「法政」州
九九一一一年「北九州市高津尾遺跡Ⅳ区発掘調査報告書」（監修）
法
政
大
学
考
古
学
研
究
室
「
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
ケ
リ
ヤ
河
流
域
の
考
古
学
的
遺
跡
」
『法政大学文学部紀要」胡
「本屋敷古墳群の再検討」『磐越地方における古墳文
化形成過程の研究」（共筆）
「
日
中
合
同
・
法
政
大
学
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
沙
漠
第
２
次
調
査
を
終えて」『法政通信」独
『法政大学タクラマカン沙漠調査概要報告書」（共筆）
「高屋築山古墳（伝安閑陵）調査見学報告」「地方史
研究」伽（共筆）
「仙台市西台畑弥生時代墳墓の再検討」「法政考古学」
九
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０２
一九九四年「タクラマカン沙漠西南部の遺跡と環境」「地理」洲
１
４
一九九五年「克里雅河流域の考古学的連週跡」『沙漠・水・人間」
法
政
大
学
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
委
員
会
一九九六年「法政大学所蔵伊藤鉄夫・陽夫考古学資料目録』Ⅱ（編
著）
’九九七年「渤海時代の鍔帯金具」『法政大学文学部紀要』蛆
一九九八年『律令期鍔帯金具の調査研究』科学研究費研究成果報
生ロ
二○○一年「与八世紀金属帯飾相関的東亜古代史課題」『皿州史
学会第ｎ回（北京）研究大会講演稿集（中文）』
二○○二年「岩手県花泉町杉山古墳群」「岩手県南史談会研究紀
要
』
皿
二○○三年「カラドン遺跡の仏教寺院」『法政大学文学部紀要』
８４
「考古学上からの近・現代遺産」『地理』蝿１ｍ
伊
藤
玄
三
教
授
の
最
終
講
義
本学文学部史学科教授伊藤玄三先生は、平成一六年三月三一日
をもって定年退職されることとなった。ついては、これまでの先
生の学恩に報いるため、平成一五年一二月一四日（土）、法政大学
文
学
部
史
学
科
と
同
史
学
会
の
共
催
で
、
最
終
講
義
と
な
る
記
念
講
演
と
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
た
。
法
政
史
学
第
六
十
一
号
･
最終講義風景
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講演は、午後一一一時三○分より、ポァソナードタワー二六階スカ
イ
ホ
ー
ル
で
開
始
さ
れ
、
学
科
主
任
の
加
納
格
教
授
の
司
会
で
進
め
ら
れ
た
。
文
学
部
長
の
星
野
勉
教
授
に
よ
る
開
会
の
辞
に
続
き
、
澤
登
寛
聡
教
授
か
ら
伊藤先生のプロフィールが紹介された。その後、先生の「八世紀
東北の文化と住民」と題する講演が行われた。講演の中身は巻頭
の
論
文
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
考
古
学
資
料
と
文
献
史
料
と
に
よ
る
多
角
的
に
深
く
切
り
込
ん
だ
内
容
に
は
、
先
生
が
長
年
の
研
究
で
培
わ
れ
た
学
殖
と
知
見
が
随
所
に
見
ら
れ
、
元
学
生
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
聴
衆
は
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
感
銘
と
懐
か
し
さ
に
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
次
い
で
、
午
後
六
時
三
○
分
よ
り
、
Ｍ
会
場
で
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
催
さ
れた。「伊藤玄一一一先生御退職記念懇親会」と題するパーティーは、
加
納
格
教
授
の
司
会
で
進
め
ら
れ
た
。
ま
ず
、
本
学
史
学
会
会
長
の
山
名
弘
史
教
授
と
星
野
勉
教
授
か
ら
先
生
の
再
出
発
を
祝
う
詞
が
述
べ
ら
れ
、
安
孫
子信教授の乾杯の音頭をもって開始された。御祝いの詞や当時の
思
い
出
は
、
本
学
を
七
年
前
に
定
年
退
任
さ
れ
た
村
上
直
名
誉
教
授
、
そ
の
翌年に定年退任された安岡昭男名誉教授、及び、タクラマカン沙
漠
の
調
査
に
ご
一
緒
さ
れ
た
小
寺
浩
二
さ
ん
（
本
学
専
任
講
師
）
を
は
じ
め
、
先
生
の
講
筵
に
連
な
っ
た
高
橋
和
・
栗
原
伸
好
・
丹
野
祥
枝
の
各
氏
か
ら
も
述
べ
ら
れ
、
先
生
の
お
人
柄
が
随
所
に
窺
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
講
義
を
終
え
て
、
考
古
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
代
表
し
て
、
博
士
課
程
二
年
の
岩
田真理子さん、学部三年の井手惟子さんから花束贈呈が行われ、
熱
気
覚
め
や
ら
ぬ
中
、
中
野
榮
夫
教
授
の
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
締
め
括
ら
れ
の
聴
衆
は
、
熱
心
に
可
る
ひ
と
時
で
あ
っ
た
。
講
義
を
終
え
て
、
老
手
田
真
理
子
さ
ん
、
学
部
た
○伊
藤
玄
三
先
生
を
送
る
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
参
加
者
へ
の
久
方
ぶ
り
の
出
会
い
の
場
と
も
な
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
進
め
ら
れ
た
。
閉
会
近
く
に
な
る
と
、
後
藤
篤
子
教
授
か
ら
記
念
品
（
旅
行
券
）
が
贈
呈
さ
れ
、
先
生
か
ら
謝
辞
を
頂
戴
し
た
。
続
い
て
、
栃
木
利
夫
教
授
か
ら
閉
会
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
、
先
生
を
囲
ん
で
の
参
加
者
全
員
の
記
念
撮
影
を
も
っ
て
散
会
と
な
っ
た
。
出
席
者
は
約
九
○
名
で
あ
っ
た
。
一
三
一
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私
が
、
史
学
科
に
助
教
授
と
し
て
着
任
し
た
の
は
一
九
八
○
年
四
月
の
こ
とであるが、当時おられたのは、河原正博（東洋史）、村上直（日
本
近
世
史
）
、
安
岡
昭
男
（
日
本
近
代
史
）
、
倉
持
俊
一
（
西
洋
史
）
の
先
生
方
で
、
そ
こ
に
私
が
加
わ
っ
た
の
で
、
日
本
史
四
人
、
東
洋
史
一
人
、
西
洋
史
一
人
と
い
う
陣
容
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
西
洋
史
の
先
生
が
一
人
補
強
さ
れ
た
が
、
昨
年
三
月
ま
で
そ
の
ま
ま
で
、
史
学
科
と
い
い
な
が
ら
日
本
史
中
心
の
学
科
で
あ
っ
た
。
私
が
着
任
し
た
と
き
の
史
学
科
研
究
室
は
、
今
は
も
う
な
い
第
Ⅱ
五
五
年
館
（
診
療
所
の
あ
っ
た
建
物
）
に
あ
り
、
私
が
与
え
ら
れ
た
研
究
室
は
、
そ
の
隣
り
の
こ
れ
も
今
は
な
い
大
学
院
棟
の
三
階
で
あ
っ
た
。
同
室
の
先
生
は
先
日
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
倉
持
俊
一
先
生
で
、
西
陽
で
暑
い
研
究
室
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。
私
が
着
任
し
た
年
に
八
○
年
館
が
完
成
し
、
村
上
・
安
岡
両
先
生
の
研
究
法
政
史
学
第
六
十
一
号
伊
藤
玄
三
先
生
を
送
る
言
葉
伊
藤
玄
三
先
生
を
送
る
言
葉中
野
栄
夫
室
は
八
○
年
館
に
、
そ
の
他
の
教
員
の
研
究
室
は
、
史
学
科
研
究
室
と
共
に
第
一
校
舎
四
階
に
移
転
し
た
。
私
が
着
任
し
た
時
、
私
を
除
く
と
伊
藤
先
生
が
最
も
若
い
先
生
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
第
一
校
舎
に
入
っ
た
日
本
史
の
教
員
は
伊
藤
先
生
と
私
の
み
で
あ
っ
た
の
で
、
伊
藤
先
生
と
は
、
そ
れ
以
来
長
い
お
付
き
合
い
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
先
任
の
先
生
が
次
々
と
定
年
で
お
辞
め
に
な
り
、
最
後
に
残
っ
た
の
が
伊
藤
先
生
で
あ
っ
た
。
史
学
科
も
私
よ
り
先
任
の
先
生
は
す
べ
て
い
な
く
な
り
、
四
月
か
ら
は
私
が
史
学
科
最
古
参
と
な
っ
て
し
ま
う
。
昨
年
四
月
か
ら
は
第
一
教
養
部
か
ら
三
人
の
先
生
を
お
迎
え
し
、
陣
容
も
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
を
含
め
て
、
伊
藤
先
生
が
お
辞
め
に
な
る
の
は
、
私
に
と
っ
て
も
感
慨
深
い
。
た
だ
、
伊
藤
先
生
に
は
し
ば
ら
く
大
学
院
の
講
義
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
か
ね
ば
な
ら
ず
、
お
付
き
合
い
は
続
け
ら
れ
る
の
で
、
寂
し
さ
も
少
し
は
薄
ら
い
で
い
る
。
伊
藤
先
生
に
は
、
昨
夏
私
が
主
宰
し
た
陸
前
高
田
市
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
海
の
蝦
夷
ｌ
小
泉
遺
跡
が
語
り
か
け
る
も
の
ｌ
」
に
も
ご
参
加
い
た
だ
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
教
え
を
い
た
だ
く
こ
と
も
多
い
か
と
思
う
。
伊
藤
先
生
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
、
ご
指
導
下
さ
い
。
￣
一
一
一
一
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東
京
都
北
区
文
化
財
保
護
条
例
の
議
会
で
の
可
決
・
成
立
に
向
け
た
仕
事
を
手
伝
っ
た
私
は
、
’
九
八
六
年
四
月
か
ら
一
九
九
六
年
三
月
ま
で
の
一
○
年
、
北
区
教
育
委
員
会
に
学
芸
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
。
こ
の
こ
ろ
の
北
区
の
審
議
会
委
員
に
は
川
崎
房
五
郎
（
元
東
京
都
公
文
書
館）・小林三郎（明治大学）・段木一行（東京都教育庁文化課）・紺
野
敏
文
（
慶
應
大
学
）
・
宮
本
端
夫
（
立
教
女
学
院
短
大
）
・
平
野
榮
次
（
日
本
民
俗
学
会
会
員
）
・
宮
次
男
（
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
）
の
先
生
方
が
い
た
。
伊
藤
玄
三
先
生
も
、
こ
れ
ら
の
先
生
と
と
も
に
審
議
会
の
委
員
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
先
生
に
お
つ
き
あ
い
戴
い
た
期
間
は
、
大
学
院
に
入
学
し
て
か
ら
北
区
の
時
代
を
経
て
今
日
ま
で
約
二
三
年
と
な
る
。
当
時
に
お
け
る
私
の
仕
事
は
、
北
区
内
に
遺
さ
れ
た
文
化
財
の
悉
皆
調
査
を
お
こ
な
い
、
こ
の
中
か
ら
北
区
が
保
護
す
べ
き
文
化
財
を
審
議
に
か
け
て
登
録
・
指
定
の
是
非
を
決
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
国
や
県
の
審
議
会
と
異
な
っ
て
基
礎
的
自
治
体
で
あ
る
東
京
特
別
区
の
審
議
会
は
専
門
部
会
制
を
と
っ
て
い
る
場
合
が
少
な
い
。
こ
の
た
め
例
え
ば
、
絵
画
に
つ
い
て
の
指
定
の
審
議
を
、
有
形
・
無
形
の
民
俗
文
化
財
や
歴
史
資
料
・
古
文
書
、
彫
刻
、
考
古
学
と
い
っ
た
畑
違
い
の
先
生
方
に
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
学
芸
員
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
こ
れ
ら
の
先
生
方
に
専
門
の
分
野
を
こ
え
て
共
通
の
認
識
に
立
っ
て
戴
き
、
こ
れ
を
審
議
し
て
貰
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
審
議
の
質
を
落
と
し
て
は
元
も
子
も
な
い
。
伊
藤
玄
三
先
生
を
送
る
東
京
都
北
区
文
化
財
保
護
審
議
会
で
の
思
い
出
澤
登
寛
聡
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
審
議
で
は
先
生
方
の
質
問
も
熱
が
入
り
、
こ
れ
に
対
す
る
私
の
答
え
に
も
つ
い
熱
が
入
り
過
ぎ
て
し
ま
う
。
そ
う
す
る
と
話
し
方
も
ぞんざいになって丁寧さに欠けてしまう。力量不足も手伝って説
明
を
し
て
い
る
時
の
私
の
対
応
も
粗
雑
に
な
り
が
ち
と
な
る
。
今
か
ら
思
え
ば年齢がひとまわり半以上も離れている先生方に対して随分と失
礼
な
物
言
い
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
こんなときは審議会が終わると先生に呼び止められ、「法政大学
の卒業生が今日のような対応しか出来ないと思われては困るよ」、
「
も
っ
と
礼
儀
正
し
く
、
丁
寧
に
審
議
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
…
」
と
い
う
よ
う
な
趣
旨
の
お
叱
り
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
研
究
や
仕
事
の
内
容
を
し
っ
か
り
と
充
実
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
さ
え
充
実
し
て
い
れ
ば
、
人
へ
の
対
応
が
多
少
、
粗
雑
で
も
よ
い
か
の
よ
う
な
私
の
姿
勢
に
対
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
く
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
よ
ろ
し
く
な
い
。
そ
れ
は
甘
え
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
結
局
、
仕
事
や
研
究
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
る
と
い
う
自
負
心
を
み
ず
か
ら
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
風
に
理
解
し
た
ら
よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
当
時
の
私
は
先
生
の
お
叱
り
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
理
解
す
る
に
は
ま
だ
血
気
盛
ん
す
ぎ
た
。
先
生
の
お
叱
り
も
上
の
空
で
あ
っ
た
。
と
に
か
く
、
先
生
に
は
時
々
き
っ
ぱ
り
と
怒
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
怖
い
存
在
で
あ
っ
た
。
私
も
今
年
は
五
一
歳
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
年
齢
に
な
る
と
段
々
と
叱
っ
て
貰
え
る
先
生
が
少
な
く
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
先
生
に
退
職
さ
れ
て
し
ま
う
の
は
少
々
、
寂
し
い
気
が
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
も
仕
方
の
な
い
事
か
も
し
れ
な
い
。
一
一
一
一
一
一
￣
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歴
史
学
と
は
、
無
限
の
可
能
性
を
有
し
た
未
来
が
確
定
し
た
過
程
、
す
な
わ
ち
過
去
を
考
察
す
る
学
問
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
時
期
を
区
分
し
、
当
該
期
を
象
徴
す
る
概
念
を
設
定
し
、
説
得
力
に
富
む
因
果
の
論
理
を
も
っ
て
あ
る
状
況
の
推
移
と
そ
の
意
味
を
叙
述
す
る
作
業
を
と
も
な
う
。
そ
の
作
業
場
、
す
な
わ
ち
法
政
大
学
と
い
う
固
有
名
詞
を
有
す
る
作
業
場
で
、
伊
藤
先
生
は
三
○
年
以
上
も
の
間
歴
史
を
紡
ぎ
続
け
て
こ
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
私
が
同
僚
と
し
て
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
間
は
最
後
の
六
年
間
で
あ
る
。
こ
の
六
年
間
を
叙
述
し
意
味
付
け
よ
う
と
す
る
と
き
、
一
九
八
六
年
春
、
修
士
課
程
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
私
が
第
一
校
舎
四
階
の
ほ
の
暗
い
考
古
学
研
究
室
で
先
生
と
雑
談
を
交
わ
し
た
時
点
か
ら
叙
述
す
る
の
が
適
切
な
の
か
。
あ
る
い
は
一
九
九
七
年
秋
、
割
愛
願
い
と
い
う
慣
行
に
よ
り
、
教
授
会
で
の
採
用
決
定
を
持
っ
て
、
安
岡
昭
男
先
生
と
共
に
、
私
の
前
の
職
場
を
訪
ね
て
く
だ
さ
っ
た
伊
藤
文
学
部
長
と
し
て
の
ご
挨
拶
の
時
点
か
ら
叙
述
す
る
の
が
適
切
な
の
か
。
今
な
お
出
発
点
が
定
ま
ら
な
い
。
と
も
あ
れ
、
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
間
の
中
で
最
も
印
象
深
い
こ
と
、
そ
れ
は
、
確
定
し
た
未
来
の
説
明
の
延
長
線
上
に
可
能
性
の
余
地
の
な
い
未
来
を
確
定
で
き
る
と
す
る
歴
史
観
を
否
定
す
る
こ
と
に
お
け
る
共
鳴
と
同
調
で
あ
る
。
今
後
も
、
歴
史
学
研
究
と
い
う
場
で
可
能
性
を
有
す
る
未
来
を
共
有
し
続
け
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
近
代
考
古
学
と
い
う
共
鳴
板
も
す
で
に
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
は
と
り
あ
え
ず
、
感
謝
と
慰
労
の
み
。
法
政
史
学
第
六
十
一
号
伊
藤
玄
三
先
生
の
思
い
出
長
井
純
市
私
が
伊
藤
先
生
と
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、
東
北
地
方
で
開
催
さ
れ
た
あ
る
学
会
の
折
で
あ
っ
た
。
そ
の
Ⅱ
の
満
演
者
が
伊
藤
先
生
で
あ
り
、
テ
ー
マ
は
東
北
の
末
期
古
墳
と
和
同
開
称
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
当
時
、
私
は
弘
前
大
学
に
在
任
し
て
お
り
、
主
要
都
市
の
市
制
施
行
一
○
○
周
年
に
ち
な
ん
で
開
始
さ
れ
た
自
治
体
史
ブ
ー
ム
の
な
か
で
、
弘
前
市
史
や
五
所
川
原
市
史
、
の
ち
に
は
青
森
県
史
等
々
、
青
森
県
の
数
多
く
の
自
治
体
史
編
纂
に
関
わ
っ
て
い
た
が
、
青
森
県
か
ら
北
海
道
に
か
け
て
も
存
在
す
る
末
期
古
墳
に
つ
い
て
は
、
当
地
方
の
古
代
史
の
数
少
な
い
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
勉
強
を
通
じ
て
伊
藤
先
生
の
お
名
前
を
よ
く
存
じ
上
げ
て
い
た
。
御
講
演
後
に
さ
っ
そ
く
に
ご
挨
拶
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
初
対
面
の
私
に
、
あ
の
に
こ
や
か
な
笑
顔
で
非
常
に
ご
丁
寧
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
講
演
の
た
め
に
持
参
さ
れ
て
い
た
「
古
代
学
」
掲
戟
の
御
自
身
の
論
文
を
そ
の
場
で
私
に
手
渡
さ
れ
た
。
そ
れ
を
今
で
も
私
は
大
切
に
持
っ
て
い
る
。
最
後
ま
で
律
令
国
家
の
地
域
編
制
に
組
み
込
ま
れ
な
か
っ
た
北
方
の
地
域
が
、
一
方
で
南
方
と
も
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
末
期
古
墳
の
存
在
や
そ
こ
か
ら
出
土
す
る
和
同
開
弥
あ
る
い
は
鍔
帯
金
具
が
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
伊
藤
先
生
が
先
鞭
を
付
け
ら
れ
た
本
州
北
辺
を
拠
点
と
し
た
北
と
南
の
「
交
流
」
の
実
態
の
解
明
は
今
で
も
私
の
主
要
な
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。
伊
藤
玄
三
先
生
と
東
北
古
代
史
四
小
口
雅
史
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伊
藤
先
生
を
存
じ
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
私
が
一
九
八
三
年
に
法
政
に
着
任
し
て
か
ら
で
あ
る
。
当
時
年
配
と
し
て
は
史
学
科
六
人
の
専
任
教
員
の
う
ち
四
番
Ｕ
で
お
ら
れ
た
が
、
も
う
長
い
こ
と
勤
め
て
い
て
、
考
古
学
研
究
室
の
充
実
発
展
に
一
意
専
心
努
め
ら
れ
て
い
る
最
中
と
い
う
印
象
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
十
数
年
間
は
、
第
一
校
舎
四
階
の
史
学
研
究
室
と
演
習
室
と
が
集
ま
っ
て
い
る
フ
ロ
ア
で
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
東
洋
史
研
究
室
と
考
古
学
研
究
室
と
は
共
用
ス
ペ
ー
ス
を
挟
ん
で
斜
め
向
か
い
の
位
置
に
あ
り
、
部
屋
の
構
造
が
開
放
的
に
出
来
て
い
た
せ
い
も
あ
っ
て
、
お
互
い
の
ゼ
ミ
の
学
生
が
気
軽
に
行
き
来
し
て
い
た
。
考
古
学
研
究
室
は
な
か
な
か
物
持
ち
で
、
時
々
定
規
な
ど
の
文
房
具
か
ら
、
果
て
は
コ
ン
パ
用
の
鍋
に
至
る
ま
で
、
拝
借
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
度
だ
け
に
終
わ
っ
た
が
、
清
里
で
合
同
の
ゼ
ミ
合
宿
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
、
今
で
も
懐
か
し
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
考
古
学
と
東
洋
史
の
有
志
に
よ
る
中
国
旅
行
で
も
お
世
話
に
な
っ
た
。
私
の
研
究
分
野
は
情
代
で
、
日
本
考
古
学
と
古
代
史
が
ご
専
門
の
先
生
と
は
本
来
か
な
り
研
究
分
野
が
隔
た
っ
て
い
る
の
だ
が
、
先
生
が
広
く
東
ア
ジ
ア
の
古
代
史
と
考
古
学
の
全
般
を
視
野
に
入
れ
て
研
究
を
な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
先
生
の
寛
容
な
お
人
柄
に
甘
え
た
こ
と
と
相
俟
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
と
教
え
を
受
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
先生は体躯に似合わず壮健で、ねばり強いところがおありで、
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の
踏
査
で
も
副
隊
長
と
し
て
活
躍
な
さ
っ
た
。
今
で
は
伊
藤
玄
三
先
生
を
送
る
伊
藤
玄
三
先
生
を
送
る
山
名
弘
史
十
年
程
前
の
あ
る
日
の
黄
昏
、
上
州
前
橋
駅
前
で
伊
藤
先
生
に
偶
然
お
会
い
し
た
。
考
古
学
会
の
大
会
に
ご
出
席
と
か
。
笠
懸
・
岩
宿
周
辺
の
見
学
も
と言われる。「岩宿」と聞けば、戦後の歴史学と考古学の興味を誘っ
た
相
沢
忠
洋
氏
の
発
掘
・
研
究
を
想
起
す
る
。
関
東
ロ
ー
ム
層
の
旧
石
器
文
化
を
発
掘
し
た
郷
土
の
相
沢
氏
と
そ
の
成
果
を
学
び
、
私
は
小
学
生
時
代
か
ら
考
古
学
で
の
「
民
衆
の
視
座
」
を
刷
り
込
ま
れ
た
。
確
か
に
個
々
の
事
例
で
葛
雌
・
対
抗
す
る
状
況
は
あ
っ
て
も
、
戦
後
各
地
の
考
古
学
の
成
果
は
、
当
時
の
研
究
者
と
そ
の
集
川
に
よ
る
執
念
と
情
熱
で
得
ら
れ
た
も
の
が
多
いｏ伊
藤
先
生
の
業
績
か
ら
も
一
九
五
○
年
代
後
半
か
ら
各
地
の
発
掘
調
査
に
携
わ
ら
れ
た
積
極
的
な
歩
み
が
明
ら
か
だ
。
そ
の
中
で
培
わ
れ
た
「
学
問
へ
の自由」「民主主義」的生き方の「こだわり」に、私は同感する。
先
生
は
教
職
員
組
合
の
諸
行
事
、
蔵
王
・
草
津
白
根
の
ス
キ
ー
学
校
、
夏
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
お
髭
も
そ
の
こ
ろ
か
ら
蓄
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
近
年
は
学
部
長
も
務
め
ら
れ
た
が
、
あ
い
に
く
体
調
を
崩
さ
れ
た
後
で
あ
っ
た
の
で
、
な
か
な
か
ご
苦
労
が
お
あ
り
だ
っ
た
こ
と
と
思
う
。
こ
の
た
び
の
ご
退
職
で
大
所
高
所
に
立
っ
て
の
ご
意
見
を
伺
え
な
く
な
る
の
は
心
許
無
い
が
、
今
後
も
史
学
科
と
法
政
大
学
史
学
会
の
発
展
を
見
守
っ
て
下
さ
る
も
の
と
思
う
。
本
当
に
長
ら
く
ご
指
導
頂
いたと御礼申し上げたい。
新
た
な
門
出
を
祝
し
て
五
栃
木
利
夫
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長
ら
く
教
養
部
に
お
り
ま
し
た
私
が
、
伊
藤
先
生
と
お
仕
事
を
共
に
し
ま
し
た
の
は
、
記
憶
を
辿
っ
て
み
ま
し
て
も
恐
ら
く
た
だ
一
度
、
一
九
九
七
年
度
の
学
部
長
会
議
だ
け
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
当
時
の
メ
ン
バ
ー
で
は
最
長
老
で
あ
ら
れ
た
の
が
伊
藤
先
生
で
、
一
番
の
若
造
が
私
で
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
囚
月
早
々
か
ら
、
文
学
部
と
私
の
所
属
し
て
い
た
第
一
教
養
部
と
は
学
生
部
長
選
出
問
題
で
争
う
破
川
と
な
り
、
私
は
文
学
部
の
あ
る
先
生
か
ら
、
う
ち
の
学
部
長
が
お
ま
え
に
怒
鳴
ら
れ
た
と
言
っ
て
い
る
ぞ
、
と
箸
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
私
の
方
に
は
そ
ん
な
つ
も
り
は
な
く
、
た
だ
若
気
の
至
り
で
緊
迫
し
た
場
面
に
な
る
と
つ
い
語
調
が
き
つ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
時
の
伊
藤
先
生
は
す
で
に
六
十
歳
を
超
え
て
お
ら
れ
て
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
も
、
今
と
同
じ
よ
う
に
泰
然
と
し
て
穏
や
か
な
笑
み
を
浮
か
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
私
が
素
直
に
謝
り
も
せ
の
尾
瀬
ハ
イ
キ
ン
グ
そ
の
他
に
、
奥
様
と
ご
一
緒
で
参
加
さ
れ
た
。
私
が
教
養
部
の
講
義
で
疲
れ
果
て
た
と
き
に
も
、
教
授
室
や
廊
下
で
気
軽
に
「
癒
さ
れ
る
」
対
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
私
の
史
学
科
と
し
て
の
ご
一
緒
は
二
○
○
三
年
移
籍
の
わ
ず
か
一
年
で
は
あ
る
が
、
先
生
ご
就
任
後
、
四
年
遅
れ
て
の
法
政
大
学
就
職
の
身
と
し
て
は
、
四
半
世
紀
二
五
年
間
の
お
付
き
合
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
、
「
饒
舌
」
の
失
礼
の
段
、
お
許
し
を
乞
い
た
い
。
岩
手
県
相
川
ご
川
身
の
先
生
、
日
本
〃
な
ど
日
本
文
化
の
発
祥
地
、
岩
手
の
一
関
博
物
館
館
長
と
し
て
も
、
更
な
る
ご
活
躍
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
法
政
史
学
第
六
十
一
号
伊
藤
玄
三
先
生
の
こ
と
中
村
純
私
が
伊
藤
先
生
に
初
め
て
お
ｕ
に
か
か
っ
た
の
は
一
九
八
三
年
の
春
、
当
時
た
だ
一
人
の
西
洋
史
担
当
教
員
で
い
ら
し
た
倉
持
俊
一
先
生
の
国
内
研
究
期
間
中
、
西
洋
史
ゼ
ミ
を
担
当
す
る
兼
任
講
師
と
し
て
、
法
政
に
初
め
て
出
講
し
た
折
だ
っ
た
。
以
後
、
兼
任
と
し
て
六
年
間
、
専
任
に
な
っ
て
か
ら
一
五
年
間
、
い
つ
も
変
わ
ら
ぬ
温
厚
な
笑
顔
で
接
し
て
い
た
だ
い
た
。
私
が
専
攻
す
る
古
代
ロ
ー
マ
史
に
お
い
て
も
文
献
史
学
と
考
古
学
の
協
働
が
不
可
欠
で
あ
り
、
考
古
学
が
ご
専
門
の
伊
藤
先
生
に
は
初
め
て
お
会
い
し
た
時
か
ら
近
し
い
思
い
を
抱
い
た
の
だ
が
、
そ
の
思
い
は
、
考
古
学
研
究
室
に
お
邪
魔
し
た
り
、
先
生
が
図
書
館
に
入
れ
て
下
さ
っ
て
い
た
英
語
雑
誌
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
都
度
、
深
ま
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
私
の
勝
手
な
片
思
い
で
、
先
生
に
は
ご
迷
惑
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
。
英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
歴
史
・
考
古
学
専
門
書
店
に
勤
務
す
る
友
人
か
ら
、
東
京
に
行
く
の
で
ず
、
そ
ん
な
こ
と
は
し
て
ま
せ
ん
よ
ね
、
な
ど
と
往
生
際
の
悪
い
言
い
訳
を
述
べ
て
も
、
や
さ
し
く
微
笑
む
だ
け
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
数
年
を
経
て
、
実
際
に
文
学
部
に
籍
を
置
い
て
み
ま
す
と
、
あ
ら
た
め
て
、
四
月
早
々
か
ら
あ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
教
授
会
運
営
も
さ
ぞ
大
変
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
だ
け
に
あ
の
時
の
悠
揚
迫
ら
ぬ
佇
ま
い
が
、
よ
り
い
っ
そ
う
印
象
深
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
節
は
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
私
も
で
き
得
れ
ば
、
先
生
の
よ
う
に
穏
や
か
に
齢
を
重
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。
長
い
間
お
つ
か
れ
ざ
ま
で
し
た
。
伊
藤
玄
三
先
生
の
ご
退
職
に
際
し
て
一一一一ハ
後
藤
篤
子
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私
が
先
生
と
は
じ
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、
九
七
年
の
秋
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
当
時
先
生
は
文
学
部
長
を
務
め
ら
れ
、
割
愛
依
頼
で
私
の
前
任
校
に
み
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
公
的
な
場
で
す
の
で
、
先
生
の
人
と
な
り
を
そ
れ
ほ
ど
身
近
に
感
じ
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
そ
の
大
学
の
学
長
が
先
生
と
同
じ
大
学
出
身
で
経
済
理
論
か
ら
歴
史
を
勉
強
な
さ
っ
て
い
る
方
で
し
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
お
会
い
し
て
い
こ
う
か
と
い
わ
れ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
近
く
の
市
立
博
物
館
館
長
が
教
え
子
で
す
の
で
会
っ
て
い
き
ま
す
、
と
も
い
わ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
出
来
事
か
ら
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
な
さ
る
の
が
伊
藤
先
生
だ
と
、
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。
私
が
赴
任
後
、
身
近
に
接
し
て
い
た
だ
い
て
新
た
な
発
見
は
、
先
生
が
大
学
で
の
教
育
の
原
則
、
研
究
の
原
則
に
忠
実
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
日
本
の
考
古
学
研
究
の
現
場
を
見
た
い
と
せ
が
ま
れ
た
折
も
、
伊
藤
先
生
に
泣
き
つ
い
た
と
こ
ろ
、
先
生
は
当
時
ま
だ
第
一
校
舎
四
階
に
あ
っ
た
考
古
学
研
究
室
・
実
習
ス
ペ
ー
ス
を
隈
な
く
案
内
し
て
下
さ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
昼
食
ま
で
お
つ
き
あ
い
下
さ
っ
た
。
そ
の
お
蔭
で
、
彼
は
大
満
足
し
て
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
伊
藤
先
生
は
、
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の
調
査
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
国
際
派
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
。
先
生
は
相
変
わ
ら
ず
若
々
し
く
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
先
生
が
ご
退
職
の
年
を
迎
え
ら
れ
た
と
は
信
じ
難
い
気
持
ち
が
強
い
。
伊
藤
先
生
、
ど
う
か
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
、
ま
す
ま
す
多
方
向
で
ご
活
躍
下
さ
い
ま
す
よ
う
。
伊
藤
玄
三
先
生
を
送
る
伊
藤
玄
三
先
生
に
贈
る
加
納
格
伊
藤
玄
三
先
生
が
定
年
退
職
を
お
迎
え
に
な
る
と
い
う
。
い
さ
さ
か
以
上
の
感
慨
を
も
っ
て
、
そ
の
報
に
接
し
た
の
は
い
つ
で
あ
っ
た
か
。
最
終
講
義
に
は
、
最
前
列
で
ふ
た
た
び
ご
警
咳
に
と
思
っ
て
い
な
が
ら
も
、
本
務
の
都
合
と
は
い
え
、
出
席
で
き
な
か
っ
た
不
肖
の
教
え
子
は
、
本
誌
に
論
文
を
献
呈
申
上
げ
る
こ
と
も
ま
た
か
な
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
先
生
の
ご
鴻
恩
を
思
う
と
き
ほ
ん
と
う
に
申
し
訳
な
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
紙
幅
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
先
生
の
原
則
実
践
の
例
を
あ
げ
る
の
は
や
め
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。
た
だ
私
は
、
い
や
も
お
う
も
な
く
、
大
学
が
外
か
ら
も
、
ま
た
中
か
ら
も
変
化
を
押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
現
在
、
先
生
の
持
た
れ
て
い
る
原
則
は
、
大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
大
学
は
ま
ず
も
っ
て
教
育
機
関
で
あ
り
、
研
究
機
関
で
あ
る
と
い
う
社
会
的
原
則
は
、
け
っ
し
て
い
か
な
る
状
況
で
あ
れ
、
何
に
対
し
て
も
譲
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
大
学
は
こ
の
故
に
、
官
庁
で
も
、
営
利
企
業
で
も
な
い
存
在
な
のですから。
伊
藤
先
生
、
私
な
ど
は
迷
い
多
い
人
間
で
す
の
で
、
ご
退
職
後
も
先
生
に
な
に
や
ら
ご
相
談
に
伺
う
こ
と
が
あ
る
や
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
は
私
の
足
り
な
い
考
え
に
も
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き
、
是
非
先
生
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
こ
の
お
願
い
と
、
今
後
の
お
付
き
合
い
を
願
っ
て
先
生
に
贈
る
言
葉
と
い
たします。
伊藤玄一一一先生ありがとうございました
七
佐
々
水
利
和
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ある。わた
く
し
が
本
学
大
学
院
の
門
を
叩
い
た
の
は
、
’
九
七
五
年
だ
っ
た
ろ
う
か
。
先
生
は
助
教
授
で
あ
ら
れ
た
。
旧
文
学
部
の
階
段
下
の
小
さ
な
研
究
室
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
こ
で
、
考
古
学
古
代
史
の
ゼ
ミ
を
担
当
な
さ
る
伊
藤
先
生
に
は
じ
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
わ
た
く
し
が
本
学
を
受
験
す
る
気
に
な
っ
た
の
は
、
あ
る
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
。
当
時
、
わ
た
く
し
は
東
京
国
立
博
物
館
に
最
も
若
い
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
。
あ
る
日
、
わ
た
く
し
の
上
司
の
も
と
に
豊
田
武
先
生
が
お
と
な
わ
れ
た
。
上
司
は
会
議
の
た
め
不
在
で
、
し
ば
ら
く
わ
た
く
し
が
先
生
の
お
相
手
を
申
上
げ
た
。
し
ば
し
談
が
は
ず
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を
う
け
た
ま
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
「
キ
ミ
は
大
学
院
は
ど
こ
？
」
と
聞
か
れ
た
の
で
あ
る
。
「
い
い
え
、
出
て
い
ま
せ
ん
。
」
「
そ
う
、
夜はどうしてるの？」「飲んだくれています」「それはいけないネ、
法
政
の
大
学
院
は
夜
間
開
講
だ
ョ
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。
上
而
が
か
え
っ
て
来
た
の
を
し
お
に
席
に
戻
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
話
を
上
司
に
さ
れ
た
ら
し
く
、
お
帰
り
に
な
ら
れ
た
あ
と
、
上
司
か
ら
大
学
院
を
受
け
る
よ
う
に
と
の
厳
命
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
入
学
し
て
間
も
な
く
、
ゼ
ミ
を
選
ぶ
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
近
世
史
と
し
て
ア
イ
ヌ
の
歴
史
を
学
び
な
お
し
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
た
わ
た
く
し
は
、
当
然
、
近
世
史
の
ゼ
ミ
に
は
入
れ
る
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
キ
ミ
を
指
導
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
、
き
つ
い
お
こ
と
ば
で
あ
る
。
途
方
に
く
れ
た
わ
た
く
し
は
、
豊
田
先
生
の
研
究
室
を
お
尋
ね
し
、
そ
の
間
の
事
情
を
申
上
げ
た
の
で
あ
る
。
先
生
は
や
っ
ぱ
り
ネ
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
あ
と
、
「
ボ
ク
の
と
こ
ろ
で
も
い
い
ん
だ
が
…
、
い
や
、
や
は
り
ゲ
ン
ゾ
ー
く
法
政
史
学
第
六
十
一
号
ん
に
頼
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
伊
藤
先
生
に
ご
指
導
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
先
生
に
と
っ
て
は
、
ご
迷
惑
な
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
と
拝
察
す
る
。
し
か
し
、
「
い
っ
し
ょ
に
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
笑
顔
で
迎
え
入
れ
て
下
す
っ
た
あ
の
時
の
感
激
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
夜
間
開
講
と
い
っ
て
も
、
当
時
の
法
政
に
は
本
当
の
意
味
で
の
社
会
人
院
生
は
少
な
か
っ
た
。
法
政
プ
ロ
パ
ー
よ
り
も
他
大
学
か
ら
の
入
学
生
が
多
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
ん
な
中
で
の
、
考
古
古
代
史
ゼ
ミ
は
法
政
出
身
者
ば
か
り
で
、
わ
た
く
し
だ
け
が
他
大
学
出
身
で
社
会
人
で
あ
っ
た
。
年
若
の
先
輩
や
同
期
生
は
な
に
か
と
わ
た
く
し
に
気
を
使
っ
て
く
れ
た
。
こ
う
し
た
心
地
よ
さ
が
伊
藤
ゼ
ミ
の
特
徴
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
世
史
の
ゼ
ミ
生
の
な
か
に
は
、
指
導
教
師
に
気
を
使
っ
て
の
つ
も
り
か
、
わ
ざ
わ
ざ
わ
た
く
し
の
と
こ
ろ
に
来
て
「
ア
イ
ヌ
に
歴
史
な
ぞ
は
な
い
ん
だ
」
と
い
い
き
っ
た
輩
も
い
た
の
で
あ
る
。
往
時
莊
々
、
現
在
の
法
政
大
学
に
は
ア
イ
ヌ
を
テ
ー
マに学ぶ学生も存在している。「アイヌに歴史なぞはないんだ」と
い
っ
て
た
そ
の
院
生
に
現
代
の
中
世
史
．
近
世
史
に
お
け
る
北
方
の
問
題
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
聞
い
て
み
た
い
気
も
す
る
。
と
も
あ
れ
、
わ
た
く
し
は
伊
藤
玄
三
ゼ
ミ
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
修
論
は
…
、
い
や
そ
ん
な
こ
と
は
も
う
ど
う
で
も
い
い
。
修
論
が
通
っ
た
週
の
日
曜
日
、
伊
藤
ゼ
ミ
最
初
の
修
士
？
・
だ
っ
た
た
め
か
、
Ｍ
ク
ン
と
お
宅
に
招
か
れ
て
奥
様
の
お
手
料
理
を
い
た
だ
い
た
。
大
学
院
を
終
え
て
か
ら
も
、
先
生
に
は
東
京
国
立
博
物
館
で
よ
く
お
目
に
か
か
っ
た
。
ど
う
し
て
ま
す
か
と
、
わ
ざ
わ
ざ
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
の
で
あ
る
。
わ
た
く
し
も
つ
い
甘
え
て
い
ろ
い
ろ
と
ご
相
談
に
の
っ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
伊
藤
先
生
と
は
、
別
の
接
点
も
あ
っ
た
。
先
生
は
一
関
市
の
ご
出
身
で
あ
八
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民
俗
学
の
授
業
か
ら
の
帰
り
道
、
益
田
勝
実
先
生
に
「
考
古
学
の
講
義
も
し
て
下
さ
い
」
と
お
願
い
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
当
時
法
政
に
考
古
学
専
任
の
教
官
は
お
ら
ず
、
一
方
益
田
先
生
に
は
祭
祀
遺
跡
の
論
考
な
ど
も
あ
っ
た
か
ら
、
新
入
生
の
私
に
は
先
生
が
考
古
学
に
も
精
通
し
て
い
る
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
先
生
の
ご
返
事
は
意
外
な
も
の
で
あ
っ
た
。
「
来
年
に
は
専
任
の
先生が来るらしいよ」。
そ
の
後
こ
の
噂
は
、
程
な
く
洩
れ
て
き
た
「
伊
藤
玄
三
」
の
名
と
共
に
、
る
が
、
そ
こ
は
わ
が
父
祖
の
地
で
も
あ
る
。
大
学
へ
入
っ
て
ま
も
な
く
の
こ
と
、
民
俗
学
の
調
査
を
兼
ね
て
一
関
を
訪
れ
た
。
そ
こ
で
、
佐
藤
節
郎
さ
ん
に
お
目
に
か
か
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を
い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
折に、よく「伊藤玄三クン」の話が出てきたし、たびたび下すっ
た
お
手
紙
に
も
そ
の
お
名
が
あ
り
、
わ
た
く
し
に
と
っ
て
は
親
し
い
存
在
で
も
あ
っ
た
。
二
○
○
四
年
が
明
け
て
、
東
京
国
立
博
物
館
の
「
南
禅
寺
」
展
で
お
め
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
折
、
あ
ら
た
め
て
最
終
講
議
の
非
礼
を
お
わ
び
を
申
し
上
げ
た
。
そ
し
て
先
生
は
僕
の
後
任
が
決
ま
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
、
法
政
の
考
古
学
の
火
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
本
当
に
喜
ん
で
お
ら
れ
た
。
先
生
、
本
当
に
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
い
ろ
い
ろ
お
教
え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。
長
い
間
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
伊
藤
玄
三
先
生
を
送
る
伊
藤
先
生
ご
着
任
の
頃
福
田
敏
一
大
学
院
に
入
学
し
て
間
も
な
く
の
こ
と
、
伊
藤
先
生
か
ら
韓
国
の
史
蹟
見
学
に
誘
わ
れ
た
。
私
に
と
っ
て
こ
れ
が
人
生
最
初
の
海
外
旅
行
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
書
物
の
中
に
求
め
て
い
た
歴
史
の
史
料
に
実
際
に
接
す
る
こ
と
の
で
き
た
最
初
の
機
会
で
あ
っ
た
。
当
時
同
行
者
の
中
で
最
年
少
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
鞄
持
ち
の
つ
も
り
で
加
わ
っ
た
が
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
こ
れ
私
達
考
古
学
に
飢
え
て
い
た
学
生
の
話
題
を
さ
ら
っ
た
。
戦
後
考
古
学
界
最
高
の
名
著
と
さ
れ
る
河
出
書
房
「
日
本
の
考
古
学
」
全
七
巻
の
名
だ
た
る
執
筆
陣
の
中
に
あ
っ
て
、
唯
一
院
生
と
し
て
「
東
北
地
方
の
弥
生
文
化
」
を
執
筆
し
た
あ
の
新
進
気
鋭
の
考
古
学
者
伊
藤
玄
三
が
法
政
に
や
っ
て
来
る
。
は
た
し
て
翌
昭
和
囚
十
九
年
四
月
、
先
生
は
ご
着
任
さ
れ
た
。
学
部
二
年
の
私
は
、
早
速
専
門
課
程
の
授
業
に
潜
り
込
み
、
最
後
列
で
先
生
の
一
言
一
言
に
耳
を
傾
け
た
。
授
業
は
「
邪
馬
台
国
」
に
関
す
る
も
の
で
、
一
人
の
学
生
が
レ
ポ
ー
タ
ー
と
な
り
、
自
分
の
意
見
を
自
信
あ
り
げ
に
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
る
小
説
家
の
説
を
そ
の
ま
ま
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
た
ち
ま
ち
先
生
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
「
人
の
説
を
鵜
呑
み
に
し
て
は
い
け
な
い
。
ｎ
分
で
確
か
め
る
よ
う
に
」
。
後
年
、
ゼ
ミ
で
土
器
型
式
に
関
し
て
発
表
し
た
際
、
「
一
般
書
ば
か
り
で
な
く
専
門
の
論
文
も
読
み
な
さ
い
」
と
、
私
自
身
手
痛
く
指
摘
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
伊
藤
先
生
の
登
場
は
そ
の
後
、
そ
れ
ま
で
素
人
の
域
を
幾
ら
も
出
な
か
っ
た
法
政
の
考
古
学
の
水
準
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
伊
藤
玄
三
先
生
と
の
一
一
十
年
を
振
り
返
っ
て
九
塩
沢
裕
仁
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を
契
機
に
私
自
身
の
中
に
東
ア
ジ
ア
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
み
る
視
点
が
生
ま
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
時
の
行
程
は
ソ
ウ
ル
・
公
州
・
扶
余
・
慶
州
・
釜
山
で
あ
っ
た
が
、
遺
蹟
ば
か
り
で
な
く
、
大
学
附
属
の
博
物
館
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
博
物
館
を
巡
る
と
い
っ
た
経
験
も
は
じ
め
て
の
も
の
で
あ
り
、
伊
藤
先
生
の
知
識
の
豊
富
さ
と
顔
の
広
さ
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
仏
国
寺
か
ら
慶
州
の
盆
地
を
み
た
光
景
は
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
お
り
、
そ
の
時
伊
藤
先
生
が
盆
地
を
指
差
し
な
が
ら
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
地
形
を
見
れ
ば
い
い
の
か
と
感
じ
た
こ
と
が
、
広
大
な
中
国
の
地
域
史
を
考
え
る
上
に
今
ま
さ
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
な
お
道
中
の
こ
と
で
あ
る
が
、
儒
城
の
ホ
テ
ル
の
カ
フ
ェ
バ
ー
に
私
独
り
残
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
き
れ
い
な
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
が
一
生
懸
命
話
し
掛
け
て
く
れ
た
が
、
そ
の
女
性
は
韓
国
語
以
外
話
せ
な
か
っ
た
。
意
志
の
疎
通
を
図
ろ
う
に
も
何
も
言
葉
が
通
じ
な
い
と
い
う
不
自
由
さ
を
こ
の
時
は
じ
め
て
痛
感
し
た
。
こ
の
こ
と
も
私
の
人
生
に
と
っ
て
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。
遡
爽
、
帰
国
後
ダ
プ
ル
ス
ク
ー
ル
に
な
っ
た
が
専
門
学
校
に
通
い
韓
国
語
と
中
国
語
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
、
中
川
・
韓
剛
を
は
じ
め
海
外
に
多
く
の
友
人
が
い
る
の
は
語
学
の
お
か
げ
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
が
、
二
十
年
前
に
伊
藤
先
生
に
誘
わ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
。
こ
れ
以
降
も
伊
藤
先
生
と
は
韓
国
に
二
度
、
中
国
に
一
度
出
か
け
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
都
度
、
遺
蹟
に
立
っ
た
と
き
の
伊
藤
先
生
の
姿
勢
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
感
服
し
、
ま
た
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
誰
よ
り
も
真
っ
先
に
古
墳
の
頂
上
ま
で
駆
け
上
が
り
、
つ
い
て
い
く
の
が
や
っ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
常
に
周
囲
に
目
を
く
ば
り
、
遺
物
の
表
採
を
お
こ
な
っ
て
法
政
史
学
第
六
十
一
号
い
た
。
伊
藤
先
生
と
行
動
を
と
も
に
し
て
い
る
な
か
で
自
然
と
身
に
つ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
遺
蹟
に
入
る
時
、
つ
ね
に
こ
の
伊
藤
先
生
の
貧
欲
な
姿
勢
を
心
掛
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
九
○
年
代
半
ば
か
ら
伊
藤
先
生
の
関
心
は
砂
漠
に
向
い
て
い
っ
た
。
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
に
入
境
す
る
こ
と
数
度
、
楼
蘭
に
は
奥
様
も
阿
伴
な
さ
れ
た
。
廊
下
で
す
れ
違
う
た
び
に
話
題
は
い
つ
も
砂
漠
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
伊
藤
先
生
が
顎
讃
を
蓄
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
の
第
一
次
調
査
を
終
え
て
帰
国
し
て
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
伊
藤
先
生
はお忘れのことと思うが、帰国後間もなく廊下で立ち話をした折、
顎
鬚
を
蓄
え
て
い
る
と
威
風
が
感
じ
ら
れ
る
と
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
帰
宅
し
て
そ
の
話
を
奥
様
に
な
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
普
段
な
ら
ば
髭
を
剃
る
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
ら
れ
る
奥
様
が
、
顔
の
小
さ
い
伊
藤
先
生
に
は
そ
の
風
貌
の
ほ
う
が
好
い
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
の
が
顎
讃
を
蓄
え
る
切
っ
掛
け
で
あ
る
。
そ
の
顎
鬚
は
今
で
も
き
れ
い
に
手
入
れ
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
風
貌
は
現
在
も
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
と
と
も
に
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
に
展
開
す
る
遺
蹟
と
文
物
に
対
す
る
先
生
の
情
熱
も
衰
え
る
こ
と
な
く
、
現
役
引
退
後
も
砂
漠
に
踏
み
入
る
つ
も
り
で
お
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
方
が
む
し
ろ
伊
藤
先
生
に
と
っ
て
は
有
意
義
な
時
間
が
過
ご
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
伊
藤
先
生
に
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、
確
か
一
九
八
八
年
春
の
大
学
院
入
試
面
接
の
席
上
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
専
門
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
伊
藤
玄
三
先
生
の
こ
と
一
四
○
佐
藤
宏
之
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も
あ
り
、
先
生
の
こ
と
は
不
覚
に
も
こ
の
時
ま
で
存
じ
上
げ
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
私
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
か
は
な
は
だ
心
配
で
あ
っ
た
が
、
先
生
の
持
ち
前
の
広
量
さ
の
前
で
は
杷
憂
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
後
に
知
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
先
生
は
文
化
人
類
学
や
民
俗
学
に
も
大
変
造
詣
が
深
く
、
民
族
考
古
学
を
や
ろ
う
と
し
て
い
た
私
の
よ
う
な
者
に
、
興
味
を
持
た
れ
た
の
だ
ろう。修士
・
博
士
の
六
年
間
、
先
生
に
は
公
私
に
わ
た
り
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
当
時
私
は
昼
間
働
い
て
い
た
の
で
、
研
究
室
に
は
週
二
回
、
そ
れ
も
夕
方
か
ら
し
か
顔
を
出
せ
な
か
っ
た
。
研
究
室
の
活
動
に
ち
っ
と
も
協
力
し
な
い
不
良
学
生
で
あ
る
私
の
た
め
に
（
と
信
じ
て
い
る
）
、
博
士
課
程
で
も
夜
間
に
ゼ
ミ
を
開
講
し
て
い
た
だ
い
た
。
せ
め
て
こ
の
ご
配
慮
に
少
し
で
も
答
え
よ
う
と
、
ゼ
ミ
で
は
必
ず
議
論
を
ふ
っ
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
た
。
い
っ
し
ょ
に
い
た
学
生
達
は
さ
ぞ
か
し
迷
惑
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
畑
違
い
の
と
ん
ち
ん
か
ん
な
質
問
や
愚
問
に
も
、
終
始
や
さ
し
く
微
笑
ん
で
お
ら
れ
た
先
生
の
お
顔
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
敬
愛
す
る
伊
藤
先
生
が
退
職
な
さ
る
と
い
う
。
先
生
の
お
か
げ
で
、
私
も
学
生
を
指
導
す
る
立
場
と
な
っ
た
。
何
も
で
き
な
か
っ
た
学
生
で
は
あ
る
が
、
せ
め
て
一
人
で
も
多
く
の
研
究
者
を
育
て
る
こ
と
が
先
生
か
ら
受
け
た
学
恩
に
答
え
る
道
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。
伊
藤
玄
三
先
生
を
送
る
九
八
二
年
四
月
に
入
学
し
、
法
大
生
と
な
っ
た
。
機
会
に
恵
ま
れ
、
直
恨
み
、
辛
み
、
そ
し
て
感
謝
澤
田
秀
実
ぐ
に
夏
の
発
掘
調
査
に
参
加
さ
せ
て
頂
く
こ
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
が
伊
藤
先
生
に
お
目
に
か
か
っ
た
最
初
で
あ
る
。
怖
く
て
近
寄
れ
ず
、
先
輩
や
助
手
の
陰
に
隠
れ
て
い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。
翌
年
も
う
一
度
発
掘
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
が
、
こ
の
時
は
鍬
を
手
に
し
て
勇
ま
し
く
掘
る
先
生
の
姿
が
印
象
に
残
っ
た
。
か
く
し
て
、
晴
れ
て
八
四
年
四
月
に
ゼ
ミ
生
と
な
っ
た
。
し
か
し
三
年
次
は
整
理
作
業
中
心
の
演
習
で
あ
っ
た
し
、
四
年
次
は
先
生
の
在
外
研
究
に
あ
た
り
、
学
生
時
代
に
直
接
教
え
を
受
け
た
記
憶
に
乏
し
い
思
え
ば
日
本
史
概
説
Ｉ
も
中
野
栄
夫
先
生
で
、
先
輩
の
ノ
ー
ト
は
役
に
立
た
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
ゼ
ミ
生
と
な
っ
た
私
も
研
究
室
の
仕
事
は
せ
ず
、
自
治
体
の
発
掘
調
査
に
入
り
浸
っ
て
い
た
し
、
聴
講
生
、
院
生
時
分
は
他
大
学
の
調
査
に
参
加
し
て
ば
か
り
て
い
た
。
恥
ず
か
し
い
話
だ
が
、
法
大
に
い
た
学
生
、
聴
講
生
、
院
生
の
９
年
の
間
に
、
つ
い
に
先
生
の
講
義
を
一
年
間
通
じ
て
受
講
す
る
機
会
は
な
か
っ
た
。
先
生
の
講
義
を
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
後
年
、
都
立
大
に
出
講
さ
れ
て
い
た
時
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
大
学
院
の
演
習
で
は
随
分
お
世
話
に
な
っ
た
。
た
だ
し
怒
ら
れ
た
記
憶
し
か
な
い
。
院
生
と
な
っ
た
最
初
の
演
習
で
の
研
究
発
表
は
途
中
で
打
ち
切
ら
れ
た
し
、
そ
の
後
、
半
年
ほ
ど
口
を
き
い
て
貰
え
な
か
っ
た
。
最
後の発表は「ちょっとはまともになったね」という一言であった。
ま
た
最
初
の
論
文
に
い
た
っ
て
は
「
僕
は
認
め
な
い
よ
」
と
漏
ら
さ
れ
た
。
し
か
し
何
故
か
演
習
で
の
報
告
者
が
い
な
い
と
な
る
と
発
表
す
る
よ
う
指
示
を
だ
さ
れ
、
毎
回
集
中
砲
火
の
如
く
批
判
を
浴
び
、
自
己
嫌
悪
に
陥
っ
た
。
ま
た
、
就
職
し
た
直
後
に
先
生
の
ご
論
考
の
図
版
作
成
を
お
手
伝
い
し
た
こ
とがある。その時は「君にもそんなことが出来たのだね」が、頂
戴
し
た
労
い
の
お
言
葉
で
あ
っ
た
。
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九
九
二
年
の
夏
、
法
政
大
学
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
沙
漠
調
査
隊
が
カ
ラ
ド
ン
遺
跡
を
訪
ね
た
際
、
他
の
隊
員
が
タ
ー
プ
の
下
に
ぐ
っ
た
り
横
た
わ
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
伊
藤
先
生
と
私
は
炎
天
下
の
遺
跡
を
か
け
回
り
、
六
めげることばかりで、未だに褒められたことはないが、何時で
あったか慰めのお言葉を頂戴した。「石にかじりついても、研究し
続
け
る
元
気
を
持
ち
な
さ
い
」
と
い
う
叱
屹
激
励
で
あ
っ
た
。
「
継
続
は
力
な
り
」
と
置
き
換
え
て
座
右
の
銘
に
し
て
い
る
。
無
能
な
私
は
こ
の
一
言
が
な
け
れ
ば
遠
い
昔
に
落
ち
こ
ぼ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
と
何
時
に
反
骨
精
神
も
沸
い
た
。
そ
の
後
は
先
生
と
は
違
っ
た
や
り
方
で
、
私
な
り
の
研
究
ス
タ
イ
ル
を
創
る
こ
と
を
心
掛
け
た
。
｜
方
で
当
時
理
解
し
得
な
か
っ
た
先
生
の
言
葉
の
意
味
が
徐
々
に
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
先
生
の
真
筆
で
寛
大
な
ご
指
導
に
素
直
に
感
謝
し
て
い
る
。
粋
が
っ
て
み
て
も
所
詮
は
先
生
の
掌
中
な
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
悪
行
に
是
が
非
で
も
頸
を
縦
に
振
っ
て
頂
く
こ
と
が
他
人
に
は
採
る
に
足
ら
な
い
、
し
か
し
私
に
と
っ
て
は
未
だ
解
決
の
緒
を
見
な
い
懸
案
で
あ
り
目
標
と
な
っ
て
い
る
。
定
年
を
お
迎
え
に
な
り
、
職
制
上
の
一
区
切
り
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
学
究
に
は
際
限
が
な
い
も
の
と
心
得
ま
す
。
先
生
に
と
っ
て
の
学
問
上
の
区
切
り
は
ま
だ
先
に
あ
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。
ご
学
恩
を
享
受
す
る
こ
と
の
で
き
た
一
学
徒
と
し
て
伊
藤
先
生
の
益
々
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
す
る
次
第
で
す
。
法
政
史
学
第
六
十
一
号
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
沙
漠
調
査
と
伊
藤
玄
三
先
生
小
倉
淳
一
時
間
に
わ
た
っ
て
記
録
を
と
り
続
け
た
。
そ
の
後
、
予
定
外
に
沙
漠
を
五
時
間
も
歩
か
さ
れ
た
こ
と
が
た
た
り
、
先
生
は
二
日
後
に
体
調
を
崩
さ
れ
て
テ
ン
ト
の
中
で
寝
込
ん
で
し
ま
わ
れ
た
。
お
そ
る
お
そ
る
先
生
の
熱
を
測
る
と
、
な
ん
と
囚
十
二
度
の
水
銀
柱
は
瞬
く
間に振り切れた。脂汗を流す先生はさすがに苦しそうであったが、
意
識
は
は
っ
き
り
し
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
先
生
は
ご
自
身
で
お
立
ち
に
な
り
、
し
き
り
に
「
そ
ん
な
に
熱
が
あ
る
は
ず
は
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。
そ
う
な
っ
て
は
体
温
計
を
疑
う
し
か
な
か
っ
た
。
ふ
と
思
い
立
っ
て
自
分
の
体
温
を
測
っ
て
み
る
と
、
や
は
り
水
銀
柱
は
振
り
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
な
る
ほ
ど
、
沙
漠
の
暑
さ
に
体
温
計
は
と
っ
く
の
昔
に
壊
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
だ
。
結
局
先
生
の
熱
は
三
十
八
度
台
だ
っ
た
の
だ
が
、
後
日
『
人
民
日
報
」
に
「
伊
藤
教
授
は
四
十
二
度
の
熱
を
押
し
て
決
死
の
調
査
を
続
け
た
」
と
書
か
れ
て
し
ま
い
、
苦
笑
い
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
沙
漠
で
の
あ
の
ハ
ラ
ハ
ラ
し
た
事
件
を
思
い
出
す
に
つ
け
、
あ
の
時
の
暑
さ
、
厳
し
さ
、
そ
し
て
過
酷
な
状
況
下
で
冷
静
に
体
調
を
判
断
さ
れ
て
い
た
先
生
の
お
姿
も
ま
た
甦
っ
て
く
る
。
こ
れ
か
ら
の
先
生
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
す
る
次
第
で
あ
る
。
長
い
間
大
学
院
に
在
籍
し
、
同
時
に
考
古
学
研
究
室
に
勤
務
し
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
伊
藤
先
生
と
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
も
、
か
な
り
の
も
の
と
な
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
「
思
い
出
」
と
い
え
る
出
来
事
も
多
い
。
な
伊藤玄一一一先生のこと
■■■■■■■■■■■
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か
で
も
特
に
印
象
的
な
の
は
、
す
ば
や
い
行
動
の
数
々
で
あ
る
。
十
年
以
上
前
、
先
生
が
ま
だ
五
十
代
中
半
頃
で
あ
ろ
う
か
、
韓
国
史
跡
の
旅
に
同
行
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
慶
州
の
復
元
さ
れ
た
古
墳
群
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
美
し
い
芝
生
が
貼
ら
れ
た
墳
丘
に
は
「
立
入
禁
止
」
の札があった。先生はそれを横目で見ながらも「古墳は登ってみ
な
け
れ
ば
だ
め
だ
」
と
、
い
き
な
り
急
斜
面
を
ダ
ッ
シ
ュ
さ
れ
始
め
た
。
た
ま
た
ま
す
ぐ
傍
に
い
た
私
も
遅
れ
な
が
ら
も
な
ん
と
か
駆
け
登
っ
た
が
、
墳
頂
の
先
生
は
ほ
と
ん
ど
息
も
切
ら
さ
ず
に
眼
下
を
眺
め
て
お
ら
れ
た
。
係
員
に
見
つ
か
ら
な
い
か
と
ひ
や
ひ
や
し
て
い
た
私
に
「
早
く
走
れ
ば
良
い
」
と
言
わ
れ
る
と
、
再
び
ダ
ッ
シ
ュ
で
駆
け
下
り
ら
れ
、
ま
も
な
く
し
て
全
て
の
墳
丘
を
制
覇
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
真
似
し
よ
う
と
し
て
係
員
に
た
ち
ま
ち
見
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
他
の
学
生
達
に
比
べ
て
、
な
ん
と
す
ば
や
い
動
き
で
あ
っ
た
こ
と
か
。
ま
た
、
中
国
新
躯
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
沙
漠
調
査
に
お
い
て
も
健
脚
を
披
露
さ
れ
た
。
ホ
ー
タ
ン
河
岸
の
メ
リ
カ
ワ
チ
遺
跡
を
訪
れ
た
時
の
事
で
あ
る
。
広
大
な
河
岸
段
丘
上
に
建
物
跡
が
点
在
し
遺
物
が
散
乱
す
る
状
態
で
あ
る
こ
の
遺
跡
に
車
か
ら
降
り
ら
れ
る
と
同
時
に
歩
き
出
さ
れ
、
砂
塵
舞
う
中
に
一
人
で
す
ば
や
く
消
え
て
し
ま
わ
れ
た
。
ほ
ぼ
入
れ
違
い
に
管
理
人
と
称
す
る
ウ
イ
グ
ル
人
が
取
り
残
さ
れ
た
我
々
に
ど
こ
か
ら
か
近
づ
い
て
き
て
、
遺
跡
地
か
ら
の
退
去
を
求
め
始
め
た
。
外
国
で
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
、
連
絡
が
う
ま
く
通
じ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
、
同
行
し
た
中
国
科
学
院
の
方
々
が
ウ
イ
グ
ル
語
通
訳
を
交
え
て
我
々
の
身
分
と
許
可
済
で
あ
る
こ
と
の
説
明
に
苦
心
さ
れ
て
い
た
。
了
解
が
取
れ
た
頃
に
は
予
定
時
間
も
半
ば
を
過
ぎ
て
し
ま
い
、
当
日
は
特
に
時
間
厳
守
で
あ
っ
た
た
め
、
仕
方
な
く
車
か
ら
あ
ま
り
離
れ
ず
伊
藤
玄
三
先
生
を
送
る
に
伊
藤
先
生
を
待
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
時
間
に
な
っ
て
も
姿
が
見
え
な
か
っ
た
の
で
あ
た
り
を
探
そ
う
か
と
な
っ
た
頃
、
こ
ち
ら
の
苦
笑
い
に
対
し
て
、
い
つ
も
の
笑
顔
で
の
ご
帰
還
と
な
っ
た
。
お
話
で
は
随
分
と
距
離
を
歩
か
れ
、
ご
希
望
の
場
所
を
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
下
ら
な
い
こ
と
で
足
止
め
さ
れ
た
私
と
は
、
当
初
の
す
ば
や
い
行
動
が
明
暗
を
分
け
た
。
そ
の
後
は
当
然
遅
刻
し
て
し
ま
い
、
叱
ら
れ
た
の
は
私
で
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る。ま
た
、
還
暦
を
迎
え
ら
れ
た
後
に
も
、
茨
城
県
内
で
炎
天
下
分
布
調
査
に
ご
一
緒
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
Ｒ
に
よ
っ
て
は
、
二
十
歳
前
後
の
学
部
生
が
す
っ
か
り
ば
て
て
し
ま
う
程
ハ
ー
ド
な
調
査
で
も
あ
っ
た
が
、
日
頃
奥
様
と
テ
ニ
ス
な
ど
を
楽
し
ま
れ
て
い
る
先
生
は
基
礎
体
力
も
落
ち
る
ど
こ
ろ
か
、
年
齢
以
上
に
十
分
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
雑
事
に
か
ま
わ
ず
Ⅱ
的
に
対
し
て
す
ば
や
く
行
動
す
る
と
い
う
基
本
と
、
考
古
学
は
体
力
勝
負
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
身
を
も
っ
て
示
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
私
が
東
京
を
離
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
年
に
一
～
二
度
し
か
先
生
に
お
Ⅱ
に
か
か
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
つ
い
昨
年
も
奥
様
と
沙
漠
行
を
試
み
ら
れ
る
な
ど
お
元
気
な
ご
様
子
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
度
、
占
稀
を
迎
え
ら
れ
法
政
大
学
を
退
職
さ
れ
る
こ
と
は
、
少
々
寂
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
相
変
わ
ら
ず
の
お
姿
に
、
お
Ⅱ
に
か
か
れ
る
こ
と
を
願
う
次
第
で
あ
る
。
|ﾉリ
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伊
藤
先
生
の
教
え
に
は
、
古
き
良
き
時
代
の
学
問
の
薫
り
が
す
る
。
学
問
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
を
、
先
生
は
我
々
に
懇
々
と
説
か
れ
る
。
「
Ⅱ
本
中
を
発
掘
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
残
さ
れ
た
限
り
あ
る
資
料
か
ら
、
そ
の
時
代
の
全
体
像
を
復
元
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
。
先
生
は
い
つ
も
そ
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
ら
れ
る
。
実
際
に
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
だ
が
、
こ
う
書
く
こ
と
ｎ
体
が
既
に
言
い
訳
で
あ
る
。
古
式
ゆ
か
し
き
、
本
来
の
学
問
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ゼ
ミ
生
が
拙
い
発
表
を
し
た
と
す
る
。
先
生
は
ど
ん
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
と
ど
め
を
刺
す
よ
う
な
こ
と
は
お
っ
し
ゃ
ら
な
い
。
必
ず
笑
み
を
浮
か
べ
て
、
で
き
る
限
り
の
助
言
を
さ
れ
る
。
だ
が
よ
く
そ
の
言
葉
を
一
つ
一
つ
考
え
直
し
て
み
る
と
、
実
は
報
告
者
そ
の
も
の
の
本
質
的
な
欠
陥
を
指
摘
さ
れ
て
い
ることに気づかされる。
「普遍性」「基礎作業」「訓練」。この三つの一言葉は、先生の話に、
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
出
て
く
る
言
葉
で
あ
る
。
近
年
の
日
本
に
お
け
る
科
学
研
究
や
教
育
は
、
と
か
く
見
せ
か
け
だ
け
の
「
独
創
性
」
や
「
応
用
力
」
「
効
率
化
」
を
重
視
し
、
学
問
の
細
分
化
を
さ
ら
に
促
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
を
聞
く
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
先
生
は
お
そ
ら
く
、
こ
う
し
た
現
状
を
早
く
か
ら
憂
え
て
、
基
礎
か
ら
応
用
へ
の
道
標
を
示
し
て
下
さ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
伊
藤
先
生
の
教
え
に
は
、
古
き
良
き
時
代
の
学
問
の
薫
り
が
す
る
。
そ
の
教
え
に
湛
遁
で
き
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
法
政
史
学
第
六
十
一
号
伊
藤
玄
三
先
生
の
教
え
内
藤
亮
私
は
伊
藤
先
生
と
初
め
て
二
度
お
会
い
し
て
い
る
。
不
思
議
な
言
い
方
だ
が
私
自
身
は
そ
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
想
像
の
先
生
と
本
物
の
先
生
と
い
う
二
つ
の
意
味
で
あ
る
。
一
九
七
六
年
、
私
は
初
め
て
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
参
加
し
た
が
、
当
時
の
発
掘
調
査
は
各
大
学
の
学
生
が
集
っ
て
合
宿
状
態
で
行
な
う
と
い
う
、
今
で
は
想
像
も
で
き
な
い
文
学
的
な
世
界
で
あ
っ
た
。
は
じ
め
て
参
加
し
た
現
場
は
法
大
生
が
中
心
の
と
こ
ろ
で
、
私
は
早
大
生
だ
っ
た
の
で
あ
ま
り
よ
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
学
生
の
皆
さ
ん
は
よ
く
「
ゲ
ン
ゾ
ー
サ
ン
」
と
い
う
言
葉
を
連
発
し
て
い
た
。
何
と
な
く
敬
愛
・
尊
敬
さ
れ
て
い
る
人
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
は
理
解
し
て
いたので、当時、私なりにイメージした「ゲンゾーサン」は、体が
大
き
く
赤
ら
顔
、
も
し
や
も
し
や
頭
で
、
大
声
で
学
生
を
罵
倒
す
る
法
大
Ｏ
Ｂ
で
就
職
し
て
い
な
い
人
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
私
の
想
像
の
中
で
の
一
度
目
の
先
生
と
の
出
会
い
で
あ
る
。
しかし、本物の「ゲンゾーサン」にお会いしたとき、私の想像は
反
省
に
変
わ
っ
た
。
そ
れ
は
伊
藤
先
生
に
は
じ
め
て
法
政
考
古
学
会
で
発
表
の
機
会
を
い
た
だ
い
た
一
九
八
四
年
の
事
で
あ
る
。
私
は
私
の
勝
手
な
想
像
で
と
て
も
恐
怖
感
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
本
物
の
伊
藤
玄
三
先
生
は
思
わ
ず
「
玄
三
法
師
」
と
口
が
す
べ
り
そ
う
に
な
る
ほ
ど
、
想
像
し
て
い
た
先
生
と
は
ま
っ
た
く
正
反
対
の
気
品
あ
ふ
れ
る
方
で
伊
藤
先
生
と
初
め
て
お
会
い
し
た
頃
一
四
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あ
っ
た
。
私
は
こ
の
時
、
想
像
と
は
い
え
あ
ま
り
の
ご
無
礼
に
内
心
、
緊
張
し
言
葉
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。
人
は
人
に
失
礼
を
し
た
と
感
じ
る
と
そ
の
人
に
会
う
の
が
祷
踏
さ
れ
、
会
え
ば
緊
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
久
し
く
先
生
と
は
ご
縁
が
な
か
っ
た
が
、
一
九
九
○
年
に
八
王
子
市
民
会
館
で
行
わ
れ
た
地
方
史
協
議
会
多
摩
大
会
で
発
表
の
機
会
を
得
た
折
、
そ
こ
で
先
生
に
「
大
変
面
白
い
内
容
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た。」と評価下さったことが大変嬉しかったことを記憶している。
そ
の
時
の
先
生
は
あ
ご
髭
を
大
切
に
さ
れ
て
い
た
印
象
が
深
い
。
そ
の
他
に
も
、
日
本
考
古
学
協
会
の
福
岡
大
会
に
行
く
時
の
羽
田
空
港
で
も
偶
然
に
お
会
い
し
た
り
と
、
今
は
お
や
り
に
な
ら
な
い
が
パ
イ
プ
が
と
て
も
お
似
合
い
で
あ
っ
た
り
と
、
法
政
の
大
学
院
に
入
る
以
前
に
も
断
続
的
で
は
あ
る
が
、
ず
い
ぶ
ん
先
生
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
の
だ
な
あ
と
思
い
出
さ
れ
る
。
ま
だ
ま
だ
、
お
話
し
は
尽
き
な
い
が
、
指
定
の
紙
幅
数
を
は
る
か
に
越
え
て
し
ま
っ
た
の
で
、
こ
の
あ
た
り
で
欄
筆
し
た
い
。
最
後
に
薫
陶
を
受
け
た
者
の
一
人
と
し
て
、
先
生
が
法
政
を
お
去
り
に
な
り
、
実
証
を
旨
と
し
た
学
燈
が
消
え
な
い
こ
と
だ
け
を
切
に
願
っ
て
い
る
。
伊
藤
先
生
ご
苦
労
様
で
し
た
、
益
々
お
元
気
で
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
立
場
は
変
わ
ら
れ
ま
す
が
、
私
た
ち
不
肖
の
教
え
子
に
も
指
導
の
目
を
絶
や
す
こ
と
な
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
伊
藤
玄
三
先
生
を
送
る
一四五
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